別紙２

身体障害者福祉法第１５条に規定する指定医師の実務提要（平成２８年４月版）新旧対照表
	新
	旧

	７　じん臓機能障害

一　　略

二　身体障害認定基準
１　　略

２　　略

３　　略

４　　略

（注１）eGFR(推算糸球体濾過量)が記載されていれば、血清クレアチニン濃度の異常に替えて、eGFR(単位はml/分/1.73㎡)が10以上20未満のときは４級相当の異常、10未満のときは３級相当の異常と取り扱うことも可能とする。
（注２）　　略

三　疑義解釈

質　　　　疑

回　　　　答

１.　略

２．血清クレアチニン濃度に着目してじん機能を判定できるのは、主として慢性腎不全によるものであり、糖尿病性じん症の場合は、血清クレアチニン濃度が８㎎/dl未満であっても自己の身辺の日常生活活動が極度に制限される場合があるが、この場合の等級判定はどのように取り扱うのか。
３　　略 

４　　略

１.　略

２．糖尿病性じん症等、じん臓機能障害以外の要因によって活動能力が制限されている場合であっても、認定基準のとおり、血清クレアチニン濃度が８㎎/dlを超えるもの又は内因性クレアチニンクリアランス値が１０ml/分未満のものでなければ１級として認定することは適当ではない。 

３　　略 

４　　略

四　身体障害認定要領
１　　略

２　障害程度の認定について

（１）　　略

（２）eGFR(推算糸球体濾過量)が記載されていれば、血清クレアチニン濃度の異常に替えて、eGFR(単位はml/分/1.73㎡)が10以上20未満のときは４級相当の異常、10未満のときは３級相当の異常と取り扱うことも可能とする。


（３）　　略

（４）　　略

（５）　　略
	７　じん臓機能障害

一　　略

二　身体障害認定基準
１　　略

２　　略

３　　略

４　　略

（注１）内因性クレアチニンクリアランス値については、満12歳を超える者に適用することを要しないものとする。
（注２）　　略

三　疑義解釈

質　　　　疑

回　　　　答

１.　略

２．血清クレアチニン濃度に着目してじん機能を判定できるのは、主として慢性腎不全によるものであり、糖尿病性じん症の場合は、血清クレアチニン濃度が８㎎/dl未満であっても自己の身辺の日常生活活動が極度に制限される場合があるが、この場合の等級判定はどのように取り扱うのか。
３ 　略 

４ 　略　
１.　略

２．糖尿病性じん症等、じん臓機能障害以外の要因によって活動能力が制限されている場合であっても、認定基準のとおり、血清クレアチニン濃度が８㎎/dlを超えるものでなければ１級として認定することは適当ではない。
３ 　略 

４ 　略　
四　身体障害認定要領

１　　略

２　障害程度の認定について
（１）　　略
（２）満12歳未満の者については、じん機能のうち、内因性クレアチニンクリアランス値あるいは血清クレアチニン濃度のいずれかが認定基準に該当すれば認定できるが、満12歳以上の者については、血清クレアチニン濃度が認定基準に該当しなければ、認定はできない。



（３）　　略

（４）　　略

（５）　　略

















※　内因性クレアチニンクリアランス値の検査を行いがたい場合は、


Cockcroft-Ｇault(コッククロフト・ゴールト)の式


男性：｛(140－年齢)×体重(kg)}÷{72×血清クレアチニン濃度(mg／100ml)｝


女性：｛(140－年齢)×体重(kg)}÷{72×血清クレアチニン濃度(mg／100ml)｝×0.85


を用いて算出した値が、等級の内因性クレアチニンクリアランス値に該当する者については、血清クレアチニン濃度の基準を満たす者として認定することができる。（年齢、体重は血清クレアチニン濃度検査日(採血日)現在のものとする。）


　　その場合は、「総括表」の「⑤総合所見」の欄に、


・　内因性クレアチニンクリアランス値の測定が困難な理由


・　体重・年齢及び上記の式にあてはめた計算結果


「じん臓の機能障害の状況及び所見」の「１　じん機能」の「ア内因性クレアチニンクリアランス値」の欄に計算した数値を記入する。

















国基準では上記のとおりであるが、北九州市では次のように取り扱う。


１　満１２歳を超える者で他の認定基準は全て満たしていて、血清クレアチニン濃度だけが基準を満たしていない者については、


・　内因性クレアチニンクリアランス値


・　内因性クレアチニンクリアランス値の検査を行いがたい場合は、Cockcroft-Ｇault(コッククロフト・ゴールト)の式


男性：｛(140－年齢)×体重(kg)}÷{72×血清クレアチニン濃度(mg／100ml)｝


女性：｛(140－年齢)×体重(kg)}÷{72×血清クレアチニン濃度(mg／100ml)｝×0.85


を用いて算出した値が、等級の内因性クレアチニンクリアランス値に該当する者については、血清クレアチニン濃度の基準を満たす者として認定をすることができる。


なお、年齢、体重は血清クレアチニン濃度検査日(採血日)現在のものとする





２　　削除





国基準では上記のとおりであるが、北九州市では次のように取り扱う。


１　満１２歳を超える者で他の認定基準は全て満たしていて、血清クレアチニン濃度だけが基準を満たしていない者については、


・　内因性クレアチニンクリアランス値


・　内因性クレアチニンクリアランス値の検査を行いがたい場合は、Cockcroft-Ｇault(コッククロフト・ゴールト)の式


男性：｛(140－年齢)×体重(kg)}÷{72×血清クレアチニン濃度(mg／100ml)｝


女性：｛(140－年齢)×体重(kg)}÷{72×血清クレアチニン濃度(mg／100ml)｝×0.85


を用いて算出した値が、等級の内因性クレアチニンクリアランス値に該当する者については、血清クレアチニン濃度の基準を満たす者として認定をすることができる。


なお、年齢、体重は血清クレアチニン濃度検査日(採血日)現在のものとする





国基準では上記のとおりであるが、北九州市では次のように取り扱う。


１　満１２歳を超える者で他の認定基準は全て満たしていて、血清クレアチニン濃度だけが基準を満たしていない者については、


・　内因性クレアチニンクリアランス値


・　内因性クレアチニンクリアランス値の検査を行いがたい場合は、Cockcroft-Ｇault(コッククロフト・ゴールト)の式


男性：｛(140－年齢)×体重(kg)}÷{72×血清クレアチニン濃度(mg／100ml)｝


女性：｛(140－年齢)×体重(kg)}÷{72×血清クレアチニン濃度(mg／100ml)｝×0.85


を用いて算出した値が、等級の内因性クレアチニンクリアランス値に該当する者については、血清クレアチニン濃度の基準を満たす者として認定をすることができる。


なお、年齢、体重は血清クレアチニン濃度検査日(採血日)現在のものとする





国基準では上記のとおりであるが、北九州市では次のように取り扱う。


１　満１２歳を超える者で他の認定基準は全て満たしていて、血清クレアチニン濃度だけが基準を満たしていない者については、


・　内因性クレアチニンクリアランス値


・　内因性クレアチニンクリアランス値の検査を行いがたい場合は、Cockcroft-Ｇault(コッククロフト・ゴールト)の式


男性：｛(140－年齢)×体重(kg)}÷{72×血清クレアチニン濃度(mg／100ml)｝


女性：｛(140－年齢)×体重(kg)}÷{72×血清クレアチニン濃度(mg／100ml)｝×0.85


を用いて算出した値が、等級の内因性クレアチニンクリアランス値に該当する者については、血清クレアチニン濃度の基準を満たす者として認定をすることができる。


なお、年齢、体重は血清クレアチニン濃度検査日(採血日)現在のものとする





国基準では上記のとおりであるが、北九州市では次のように取り扱う。


１　満１２歳を超える者で他の認定基準は全て満たしていて、血清クレアチニン濃度だけが基準を満たしていない者については、


・　内因性クレアチニンクリアランス値


・　内因性クレアチニンクリアランス値の検査を行いがたい場合は、Cockcroft-Ｇault(コッククロフト・ゴールト)の式


男性：｛(140－年齢)×体重(kg)}÷{72×血清クレアチニン濃度(mg／100ml)｝


女性：｛(140－年齢)×体重(kg)}÷{72×血清クレアチニン濃度(mg／100ml)｝×0.85


を用いて算出した値が、等級の内因性クレアチニンクリアランス値に該当する者については、血清クレアチニン濃度の基準を満たす者として認定をすることができる。


なお、年齢、体重は血清クレアチニン濃度検査日(採血日)現在のものとする








